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Arts はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。応募
方法

Diary～あの日、あの時～まちの話題

Essay

International Corner国際コーナーダニーのダニーの

靴の苦労

「上履き」

小原の夏を満喫
第６回夏の検断屋敷まつり

　
　

一
首
目
、「
客
に
あ
ら
ざ
る
」
が
眼
目
。
喜
び

と
矜き

よ
う
じ持
の
ご
と
き
そ
の
思
い
に
共
感
。

　

二
首
目
、
電
話
で
の
悔
い
が
正
直
に
出
て
い
る
。

作
る
と
な
る
と
案
外
難
し
い
う
た
。

　

三
首
目
、
女
学
生
の
こ
ろ
を
偲し

の

ぶ
作
者
。
勤
労
動

員
は
小
学
４
年
以
上
み
ん
な
に
課
せ
ら
れ
た
。
短
歌

は
こ
の
よ
う
に
大
切
な
記
録
と
も
な
る
。

　
　

一
句
目
、
秋
の
初
め
て
の
涼
し
さ
を
「
新
涼
」

と
い
う
。
山
小
屋
の
一
泊
に
そ
の
涼
し
さ
に
目
覚
め

た
作
者
の
清す
が
す
が々

し
さ
が
表
出
さ
れ
た
佳
句
で
あ
る
。

　

二
句
目
、
眠
れ
ぬ
夜
、
窓
を
静
か
に
開
け
れ
ば
満

天
の
星
々
で
あ
る
。
流
れ
る
よ
う
な
天
の
川
、
果
て

し
な
い
宇
宙
へ
の
感
動
、
下
五
の
「
銀
河
濃
し
」
が

こ
の
句
の
命
。

　

三
句
目
、
真
っ
白
い
夕
顔
の
花
が
宵
闇
に
沈
む
よ

う
に
暮
れ
て
い
く
。
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
、
人
の

世
の
は
か
な
さ
を
一
句
に
。　

　
　

一
句
目
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
た
ち
に
は
目
に

見
え
な
い
き
ず
な
が
あ
り
、
気
持
ち
も
通
じ
合
う
。

他ひ

と人
の
痛
み
の
分
か
る
心
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

二
句
目
、
団
扇
、
風
鈴
、
打
ち
水
な
ど
、
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
は
付
か
な
い
が
、
環
境
に
優
し
い
先
人
の
知

恵
。
便
利
至
上
主
義
を
見
直
し
、
青
い
地
球
を
次
世

代
へ
残
し
た
い
。

　

三
句
目
、
メ
ー
ル
、
ケ
ー
タ
イ
な
ど
に
絵
文
字
が

登
場
。
象
形
文
字
に
も
似
た
絵
文
字
が
、
最
先
端
の

機
器
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
歴
史
は
繰
り
返
す
」
と

言
う
こ
と
か
。

【
９
月
号
の
答
え
】

市
民
文
芸

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

四　

竈　

英　

夫　

選

評 評

評

風
間
市
長
の

風
の
さ
さ
や
き

「
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

」


